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子。そのなかで大将が黙 と々餃子を
つくり、焼き続ける。ほとんどしゃべ
らない。
客のほとんどが持ち帰りだ。僕た

ちが食べている間にも、高校生が
10人前を買って帰った。食べ物の
メニューは餃子とライスのみ。潔い。
出てきた餃子は皮がもちもちしてい
て食べ応えがある。表面はカリッと
焼き上げてある。餡は少し甘い味付
けだが、胡椒がきいていてタレによ
く合う。皮の中には肉汁が閉じ込め
られていて、食べると口の中に広が
る。なるほどライスが欲しくなる。
ある日、ワークショップ終了後にい
つもどおり建築士会の方々が食事へ
と連れて行ってくれた。何度か訪れ
たことのある居酒屋で、この店の魚
料理もまた絶品なのだが、その日は
なぜか黄楊の餃子が食べたかった。
思わず「またいつか黄楊の餃子を食
べに行きましょうよ」と言うと、「すぐに買って来ましょう」と
いう話になった。とはいえ、すでに居酒屋に入っている。
さすがによその店の餃子を持ち込むのはまずいはずだ。
にもかかわらず、すぐに黄楊に電話して餃子を注文、数
十分後には居酒屋に餃子が持ち込まれた。居酒屋の店
主は「お、黄楊の餃子ですか」と興味津々。どうやら店主
は黄楊の餃子を食べたことがないらしい。「食べます？」
と勧めると嬉しそうに「いただきます」と餃子をつまむ。
都市部なら、他店の料理を持ち込んで食べるなど許

されない。ましてや、それを公然と店主に勧めることなど
もってのほかだ。ところが延岡では、建築士会や役所の
メンバーが居酒屋の店主と仲良しで、これまでも美味し
いと思ったものを持ち込んで店主に紹介したり、どこか
で食べた美味しいものをあり合わせの材料でつくっても
らったりしてきたという。こうした人間関係が延岡の財産
であり、延岡のまちづくりを支えているのだろう。目に見
えないまちのストックを垣間見た気がした。

仕事柄、全国各地を訪ね歩く。いろ
んな人と出会うし、いろんな味に出
合う。初めて訪れるまちについては、
歩いたり話したりしてさまざまなこと
を理解するが、食べることからも多く
を感じとっている。この連載では、ま
ちの味を通して感じた地域の特徴を
紹介していきたい。
延岡の駅周辺整備プロジェクトに

関わっている。このまちにはいい人
が多い。ワークショップをやってみる
とよくわかる。ほかの人の意見を尊
重する人が多い。わがままを言う人

がほとんどいない。まちのことを考
えている。延岡を愛している人が多
い。そして、親切な人が多い。
今回は地元の建築士会の方 と々

仕事をしている。この人たちも親切
で、ワークショップ後は毎回食事の
席を設けてくれる。客をもてなす「お
接待」の文化があるようだ。
延岡はチキン南蛮発祥の地。い

くつかの店を案内してもらって一通
り食べた。「ほかに美味しい店は？」
と聞くと、地元の人たちがよく行く店
は餃子の黄

つ

楊
げ

だという。が、どの人
も「イチオシ!」という顔ではない。地
元では美味しいと評判だが、お客
さんを連れて行くほどのお店ではな
い、といった顔だ。これは期待でき
る。そういう店にハズレはない。
店構えはラーメン屋に似ている。
小さな間口で店内も狭い。L字に曲
がったカウンターに10席程度の椅
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